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研究成果の概要：日本の家族写真は、当初西洋の影響を受けていたが、独自の展開をしてきた

ことを明らかにした。家族写真が人生儀礼や年中行事において撮影され続け、民俗的慣行とし

て確立され、民俗資料として有効であることも明らかにした。現在では、特に年賀状に家族写

真が載せられて、友人・知人に向けて発信され、家族の共同性を確認する機能を果たしている。

本研究は家族写真に関する初めてのまとまった本格的な研究であると考える。 
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さらに『京都新聞』（2001 年 4 月から 2008

年 9 月）で、「写真から読むにっぽんの光景」
と題した記事を毎月一回連載し、そこでは家
庭アルバムの写真などを載せて、戦前・戦
中・戦後の世相の変化について記してきた。
これらから、写真を貴重な民俗資料また歴史
的な資料として位置づけて、これまで民俗学
でほとんど研究対象とはされなかった家族
写真を研究する契機となった。 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者の川村は、著書『<民俗の知>の

系譜』(昭和堂、2000 年)において、数多くの
写真や絵画、絵葉書、新聞広告などの図版を
載せて、文化の変化を理解するための視覚資
料として用いた。 

また、科研「戦死者をめぐる宗教・文化の
研究」（平成 12-14 年度）、同「近代日本にお
けるナショナリズム・国家をめぐる総合的研
究」（平成 15-17 年度）においても、戦争関
連の写真、特に将兵と家族の写真や出征記念
写真、戦死者の葬式などの家族員の写ってい
る写真を資料として用いて、民間での戦争へ
の対応に関して研究した。 

 
２．研究の目的 
(1)民俗学の資料として、家族写真を位置づ
けて、時系列に沿って並べてみることによっ
て、いつどののような機会に撮影が行われ、



写真の構図やポーズ、また服装や髪型などの
風俗の変化を明らかにする。 

写真撮影では、被写体のポーズの変化がき
わめて興味深い研究テーマとなる。戦前にお
いては、写真は写真館で行われ、かなりぎこ
ちない緊張したポーズで撮られていたが、
1950 年代あたりから、家庭にカメラが普及す
ることによってリラックスした、いわば自然
なポーズになっていったように、身体技法の
変化ばかりではなく、心性の変化も起こって
いる。このような身体と心性の変化を探究す
ることが目的となる。 

また、家族写真には、撮影された当時の時
代が写されており、歴史的な資料でもあり、
家族のミクロな歴史を国家的なマクロな歴
史と関連させて、相互の影響関係を探究する。 
(2)家族写真に写されている民俗的事象を読
み取っていく作業を通じて、家・家庭の民俗
的な慣行を明らかにする。家族写真の撮影は
人生儀礼や年中行事において行われている
ように、そこから家族にとって何が重要な民
俗的儀礼だったのか、またそれがどのように
変化していったのかを明らかにして、家族に
とって家族写真がどのような意味をもつの
かを考察することが大きな研究課題となる。 
 
３．研究の方法 
(1)各家に所蔵されている家庭アルバムに収
められている家族写真を調査するとともに、
本研究の基本資料となる家族写真の収集を
行う。 
(2)戦前、戦中、戦後を一応の時代区分とし、
家庭内で写真撮影をする機会と考えられる、
誕生・お宮参り、七五三、学校入学・卒業、
就職、成人式、徴兵検査、結婚、還暦祝い、
葬式などの一生のサイクルにおける人生儀
礼、正月、桃の節句、端午の節句、祭礼、お
盆などの一年のサイクルにおける年中行事、
特に出征、復員、戦死といった戦争に関して、
家族写真を資料として、調査を行う。 
(3)以上の調査に基づいて、家族の構成がど
のように変化・展開していったのかについて、
民俗儀礼や年中行事と関連させ、東アジアや
欧米の家族写真との比較を射程に入れて、文
献・資料の収集および研究を３年間にわたっ
て行う。 
 
４．研究成果 
(1)本研究は、日本における初めての家族写
真に関するまとまった本格的な研究である
と考える。 
鶴見良行が 1964 年に「家族アルバムの原

型」（『思想の科学』34 号）を発表して以来、
家族写真の研究はわずかしかなかった。坪井
洋文の「故郷の精神史」（『日本民俗文化大系 
10 家と女性』小学館、1985 年）、阿南透の
「写真のフォークロア」（『日本民俗学』175

号、1988 年）、有馬学の「家族の数だけ歴史
がある：家族アルバムをどう読むか」（日向
市史編さん室編『日向写真帖』日向市、2002
年）で、家族写真について言及されているが、
問題提起的なものに止まり、歴史的な研究と
しては不十分であり、民俗学的・文化史的な
視点もあまりなかった。 
また、北原恵の「正月新聞に見る＜天皇ご

一家＞像の形成と表象」（『現代思想』29 巻 6
号）では、天皇の家族写真に関しては歴史
的・文化史的な研究が行われているが、多様
性に富んだ民間の家族写真に関しては論じ
られていない。 
家族写真の歴史的な研究としては、東京都

写真美術館の『ファミリー・アルバム：変容
する家族の記録』（東京都写真美術館、1992
年）をあげることができるが、ここでは西洋
と日本の著名な写真家の写真を主に扱って、
美術史的・写真史的な研究となっている。 
本研究の特徴は、19 世紀中頃から現在に至

る、家族写真に関する文化史的な研究である
ことである。 
(2)日本の家族写真は西洋の家族写真の影響
を受けてきたことは確かだが、日本独自の展
開もあったことを明らかにした。 
西洋の家族写真では、家長である夫（父親）

を中心とし、両脇に妻（母親）と子供が並ん
でいるものが多いとされている。この構図は
「エディプスの三角形」と呼ばれている。そ
こには、夫が妻と子供を庇護するという、近
代家族のイデオロギーが指摘されている。 
日本でも、この構図のものは少なくない。

だが、それとは異なった構図のものもある。
夫の母親が真ん中に坐って中心となり、両脇
に夫妻や子供が立っているという構図であ
る。それは西洋のものとは対照的に、逆三角
形の構図になっているのである。 
そこには、近代家族の家父長制のイデオロ

ギーが投影されているのではない。父母に孝
養を尽くすという、儒教的な倫理を表象して
いるといえる。このような構図の家族写真は
幕末期の上野彦馬ばかりでなく、現代までに
も及んでいるところからすると、日本的、ま
たは東アジア的な特色ともいえそうであり、
今後の課題ともなる。 
(3)日本では、家族写真の撮影が誕生祝い・
お宮参り、七五三、学校入学・卒業、就職、
成人式、徴兵検査、結婚、還暦祝い、葬式な
どの人生儀礼、また正月、お盆、桃の節句、
端午の節句などの年中行事において行われ
ている。それは民俗的慣行として展開されて
いき、今日に至るまで継続している。成長の
記録として、家族写真は意義をもっていたこ
とがわかる。 
しかし、1950 年代あたりから、一般家庭に

カメラが普及することによって、このような
家族写真の撮影は変化していくことになる。



撮影者が写真館の写真師から、家族メンバー、
主に父親へと変化していく。人生・年中の区
切り目において写真撮影が行われるのは変
わりないが、家族の日常的な光景が撮られる
ようになるのである。被写体の服装は正装か
ら普段着へ、ポーズはぎこちない形式ばった
ものから、笑顔を見せたいわば自然なリラッ
クスしたものへと変化していった。 
(4)現在、家族写真が撮影されているのは、
年賀状に載せるためである。それは 1980 年
代あたりから始まった。初めは写真館に頼ま
なければならなかったが、現在では家庭で自
分で制作できるようになっている。家族写真
は年賀状において、その存続と意義の基盤を
見出していることが明らかになった。家族写
真年賀状は家庭内で意義をもつのみならず、
親戚や友人・知人に発信されて、家族の共同
性を自他ともに確認する機能を果たしてい
る。さらには、その作成が数年を経ることに
よって、家族メンバーの成長や変化を可視化
し思い返させ、情緒的な結びつきを確認させ
るような、記憶の共同体を構築する媒体とも
なっている。このようなところに、家族写真
年賀状が盛んになっている根拠を明らかに
することができた。 
(5)家族写真の現状に関しては、かなり興味
深い面が明らかになった。第 1に、年賀状の
家族写真である。先に述べたように、これは
今後とも大いに盛んになっていくことが予
想できる。というのも、マスメディアにおい
て「家族の危機」によって「家族の絆」が弱
まったと叫ばれ、家族写真年賀状を通じて、
「家族の絆」を確認・補強、もしくは強化し
ようとする傾向が見られると考えられるか
らである。 

第 2に、個人の日記またライフヒストリー
を綴ったブログに載せた家族写真が現れて
いる。それは、現在、80 歳代の戦争体験者に
多い。自分史として書物で刊行されてきたが、
より大衆的なメディアとして、ブログが盛ん
になるにともない、自分史をブログで発表す
る傾向が高まってきたようである。自分の戦
争体験を後世にたんに残しておくだけでは
なく、戦死者たちまた戦後に死去した戦友た
ちの追悼・弔いを意図するとともに、他者に
対して戦争体験を知らせて共有しようとす
る意思があると考えられる。そこには、戦争
という過去の歴史を想起させ、未来へと向け
て戦争の歴史を想起させ続ける、記憶の共同
体を構築しなければならないとする切迫し
た思いがあろう。 
(6)家族写真の研究はこれまで主に美術史の
分野で取り上げられてきたが、文化史や社会
史、さらに民俗学の領域として設定して研究
したものはこれまでなかった。したがって、
本研究の成果は民俗学ばかりでなく、文化史
や社会史の学会、また海外の日本研究にも大

いに寄与するものであると考える。 
本研究では、日本国内の家族写真を研究対

象としたが、なかには戦前に台湾で撮られた
ものもあった。戦前においては、台湾や朝鮮、
中国関東州、南洋群島といった、旧日本植民
地や租借地、委任統治地で撮られた家族写真
もあり、それは植民地などでの家族生活を知
るうえで貴重な資料となる。また、これらの
旧植民地など、かつての言葉を用いれば「外
地」では、現地の人々も家族写真を撮ってい
た。「外地」では、初めは「内地」出身の日
本人写真師が写真館を経営していたが、やが
て写真技術が「外地」に普及し、現地の人々
が写真館を経営するに至っている。以上のよ
うに、「外地」での家族写真の研究、また「内
地」と「外地」の家族写真との比較研究が今
後の重要な課題となると考える。 
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